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Background： 
リードレスペースメーカは、従来は心室単独ペーシングに限定されていたが、
近年、心房および心室にそれぞれリードレスペースメーカを植え込み、房室同
期を実現するデュアルチャンバーのリードレスペースメーカ（Aveir DR）が開
発された。本研究では、このシステムの房室同期性能、安全性、通信の安定性
を評価することを目的とした。 
 
Methods： 
本研究は欧米 50 以上の施設で施行された前向きの多施設共同研究である。ペ
ースメーカ植込み適応でデュアルチャンバーペーシングが望ましいと判断され
た患者、297 名が登録された（平均年齢 67 歳、女性 31%）。 
主要評価項目：植込み術後 4 週間時点での房室同期率 
副次評価項目：各種体位（仰臥位、座位、歩行）での房室同期率、i2i 通信の成
功率、患者の症状・満足度・QOL  
 
Results： 
デバイス植込み成功率は 98.3%であり、手技に関連する重篤な合併症（穿孔、
デバイス逸脱、感染など）は認めなかった。主要評価項目の房室同期率は
94.3%であり、房室同期率が 70%以上の患者の割合は 97.2%であった。仰臥
位、座位、歩行時の房室同期率はそれぞれ 94.3%, 92.3%, 89.3%であり、i2i 通信
の成功率は 97.2%であった。また、フォローアップ時のアンケートにて 90%以
上の患者が「非常に満足」と回答した。 
 



Conclusions： 
このデュアルチャンバーのリードレスペースメーカは、安全に植込み可能であ
り、i2i 通信によって高い房室同期率と良好なデバイス間の通信性能を有するこ
とが示された。よって、将来的には従来のデュアルチャンバーペースメーカー
の代替として有望であることが示唆されるが、より長期的な安全性と有効性の
検証にはさらなる追跡研究が必要である。 
 
 Comment  
近年、リードレスペースメーカはリード挿入やポケット作成を必要としないこ
とから、従来の経静脈ペースメーカと比較して、感染やリード断線、ポケット
部の出血・疼痛といった合併症を回避できる点で注目を集めている。また、前
胸部の傷が残らず、体外からデバイスが目立たないことから、患者満足度の高
い選択肢となっている。しかしながら、これまで使用可能であったリードレス
メーカは右心室に留置されるシングルチャンバータイプに限られており、房室
同期が必要な症例には使用し難い点があった。こうした背景の中で、アボット
社が開発した心房用リードレスペースメーカの登場により、房室同期を実現す
るデュアルチャンバーのリードレスペースメーカ（Aveir DR）が使用可能とな
ったことは画期的な進歩である。本邦では、2024 年 9 月に本デバイスが薬事承
認され、当院は国内先行施設のひとつとして、2025 年 2 月 25 日より先行使用
が可能となっている。この Aveir DR では、i2i 通信（implant-to-implant 
communication）と呼ばれる独自技術を用いて、心房および心室それぞれに植
え込まれた 2 つのリードレスペースメーカが、体内でリードを介さずに双方向
通信を行うことで、高精度な房室同期を実現している。本研究では、この i2i
通信によって、高い房室同期率と良好なデバイス間の通信性能が得られること
が示され、安全性にも優れていることが明らかとなった。これらの結果は、こ
のデュアルチャンバーのリードレスペースメーカが将来的に従来の DDD ペース
メーカの代替として有望な選択肢となることを示唆している。一方で、現時点
ではまだ使用症例数および観察期間が限られており、長期的な安全性および有
効性の評価は今後の課題として残されている。今後、症例数のさらなる蓄積
と、中長期なフォローアップによるデータの検証が期待される。 
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